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［
二
〇
一
七
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集　

日
本
思
想
史
学
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
回
：
対
立
と
調
和

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン 

日
本
思
想
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

：

史
学
思
想
史
と
し
て
の
「
女
性
史
」・
序
論

長
　
志
珠
絵
　

は
じ
め
に

　
「
日
本
思
想
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
課
題
を
い
た
だ
い
た
。

“Gender” 

は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
蓄
積
を
経
て
登
場
し
た
。
Ｊ
・

ス
コ
ッ
ト
の
後
の
定
義
は
「
身
体
的
差
異
に
意
味
を
付
与
す
る
知
」

（
原
著
一
九
九
九
）
で
あ
り
、
近
代
知
の
前
提
で
あ
っ
た
「
公
／
私
」

の
枠
組
み
や
線
引
き
の
政
治
が
問
わ
れ
、「
女
性
と
い
う
性
は
○
○

学
に
適
さ
な
い
」
と
い
っ
た
「
自
然
」
に
仮
託
し
た
神
学
論
争
を
終

わ
ら
せ
て
き
た
。
他
方
で
大
会
当
日
は
、
概
念
を
め
ぐ
る
質
問
を
多

く
受
け
た
。
以
下
で
は
方
法
論
と
し
て
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
を
近
接

す
る
学
会
動
向
の
参
照
か
ら
た
ど
り
、
思
想
〈
史
〉
研
究
と
し
て
の

作
業
を
考
え
た
い
。
行
論
の
着
地
点
と
し
て
は
、
史
学
思
想
史
と
し

て
の
「
女
性
史
」
の
再
検
討
に
あ
る
が
、
詳
細
は
『
論
集
』
に
委
ね
、

主
に
大
会
で
の
コ
メ
ン
ト
的
な
部
分
の
詳
述
と
討
論
を
念
頭
に
お
く

序
論
的
試
み
と
し
た
い
。

1　

近
隣
他
学
会
の
動
き
か
ら

　
『
岩
波
講
座
哲
学
15 

変
貌
す
る
哲
学
』（
二
〇
〇
九
）
の
和
泉
ち
え

「
哲
学
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
は
、
日
本
哲
学
会
対
象
の
「
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
と
し
て
「
女
性
は
元
来
哲
学
的
思

考
に
不
向
き
で
あ
る
」
と
い
う
回
答
が
、
二
〇
〇
五
年
段
階
で
「
顕

著
に
」
存
在
し
た
と
い
う
。
日
本
の
哲
学
研
究
が
「
徒
弟
制
度
に
基
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づ
く
男
性
中
心
ク
ラ
ブ
の
特
徴
を
依
然
保
持
」
し
た
こ
と
を
糸
口
に

論
考
は
「
過
去
の
男
性
思
想
家
集
団
の
言
説
の
な
か
で
の
排
除
の
論

理
を
た
ど
」
り
、「
哲
学
史
」
上
の
〈
空
白
〉
の
構
造
そ
の
も
の
を

問
う（

（
（

。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
射
程
に
よ
る
脱
構
築
的
な
試
み
の
典
型
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、
二
〇
〇
三
年
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
の
初
特
集
号
と

い
う
日
本
政
治
学
会
は
、
学
会
誌
そ
の
も
の
が
問
題
領
域
を
開
く
。

特
集
「「
性
」
と
政
治
」
は
、
趣
旨
説
明
と
し
て
渡
辺
浩
の
論
考
を

配
す（

（
（

。
近
代
以
降
、
欧
米
圏
で
の
理
論
動
向
に
機
敏
だ
っ
た
政
治
学

者
が
「
こ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
に
関
し
て
は
、
ひ
ど
く
反
応
が
鈍

い
」、
特
集
の
二
〇
〇
三
年
の
実
現
は
「
遅
れ
」
で
あ
り
、「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
へ
の
関
心
の
乏
し
さ
」
と
し
つ
つ
、「
む
し
ろ
奇
妙
」「
特
異
」

さ
が
、「
日
本
に
お
け
る
政
治
学
の
性
質
や
あ
り
方
に
、
問
題
を
投

げ
か
け
て
い
る
」
と
す
る
。
こ
の
出
遅
れ
感
は
し
か
し
、
時
差
ゆ
え

に
逆
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
深
化
と
切
り
結
ん
で
の
政
治
学
の
課

題
を
示
し
え
た
の
で
は
な
い
か
。
生
物
学
的
決
定
論
批
判
を
も
目
配

り
す
る
渡
辺
論
文
は
、
政
治
学
会
に
と
っ
て
の
「
性
」
と
い
う
視
座

の
重
要
性
を
「
参
加
」「
交
錯
」
な
ど
の
項
目
に
分
け
、
政
治
学
・

政
治
史
の
文
脈
に
即
し
て
縦
横
に
開
い
て
み
せ
た
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
他
の
諸
観
念
・
諸
意
識
と
様
々
に
交
錯
し
、

混
合
し
、
融
合
し
、
そ
し
て
往
々
政
治
化
す
る
」「
具
体
的
な
政
治

的
社
会
的
事
象
も
理
論
的
問
題
も
性
と
深
く
関
わ
る
」「「
性
」
と
政

治
は
、
い
か
な
る
政
治
的
・
思
想
的
立
場
に
居
よ
う
と
も
、
極
め
て

知
的
に
興
味
深
い
領
域
で
あ
る
。
現
状
分
析
・
政
策
論
・
比
較
分

析
・
歴
史
・
理
論
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
広
大
な
研
究
の
未
開
拓
地

が
待
っ
て
い
る
」
と
結
ぶ
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
概
念
を
学
会
特
集
号
に
導

入
す
る
こ
と
の
有
効
性
に
説
得
的
な
レ
ビ
ュ
ー
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
は
明
治
以
降
の
政
治
言
説
を
扱
っ
た
岩
本
美
砂
子
「
女
性

を
め
ぐ
る
政
治
言
説（

（
（

」
を
全
体
の
行
論
の
参
照
と
し
た
い
。
同
論
考

は
、
権
力
の
変
動
や
移
動
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
な
秩
序
の
変
化
を
も
た

ら
す
と
み
る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
岩
本
は
二
〇
〇
三
年
特
集
の
「
政
治

学
会
」
で
の
「
問
題
へ
の
認
識
を
一
新
さ
せ
る
衝
撃
力
」
を
受
け

て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
政
治
過
程
」
を
編
み（

（
（

、
九
本
の
論
考
を
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
化
す
る
」
と
い
う
言
葉
で
括
る
。
二
〇
〇
八
年
米
国
大
統
領

選
挙
の
政
治
過
程
に
焦
点
を
あ
て
た
大
津
留
論
文
は
「
ペ
イ
リ
ン
と

い
う
保
守
派
の
女
性
副
大
統
領
候
補
の
出
現
」
に
対
し
、「
覇
権
主

義
的
男
性
性
を
主
体
的
に
担
う
「
女
性
保
守
」」
を
提
起
す
る（

（
（

。
覇

権
的
男
性
性 

（hegem
onic m

asculinity

） 

は
、
男
性
間
の
権
力
関
係

を
「
複
数
の
男
性
性
」
と
す
る
社
会
学
の
Ｂ
・
コ
ン
ネ
ル
の
分
析
概

念
で
あ
る
。
変
数
と
し
て
の
「
男
ら
し
さ
」 

を
人
種
や
階
級
、
性
的

志
向
に
い
た
る
多
様
な
男
性
性
と
の
関
係
性
に
お
い
て
と
ら
え
、
周

縁
化
や
排
除
を
伴
う
構
造
の
可
視
化
を
狙
う
。
こ
れ
に
対
し
て
「
女

性
保
守
」
概
念
も
女
性
性
の
多
様
性
を
問
う
が
、
こ
の
点
で
、
理
論

的
根
拠
の
一
つ
と
し
て
よ
く
参
照
さ
れ
る
、
Ｊ
・
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ

ム
に
よ
る
女
性
の
男
性
性 

（Fem
ale M

asculinity

） 

概
念
は
、「
女
性
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の
主
観
性 

（subjectivity

） 

が
男
性
性 

（m
asculinity

） 

に
自
己
同
一
化 

（identify
） 

す
る
」
文
脈
を
探
る
。
こ
の
特
集
も
ま
た
、
性
差
に
多

様
性
を
読
み
込
む
こ
う
し
た
新
た
な
論
点
を
含
み
こ
む
こ
と
で
、
男

女
の
非
対
称
的
な
権
力
関
係
の
相
対
化
に
踏
み
出
し
、
従
来
の
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
と
の
違
い
を
争
点
と
す
る
。
例
え
ば
一
九
世
紀
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
が
前
提
と
し
た
「
女
性
の
社
会
進
出
を
後
押
し
す
る
リ
ベ
ラ
ル

な
視
点
」
の
限
界
に
加
え
、
家
父
長
的
な
支
配
の
形
態
の
新
し
さ
を

問
う
必
要
を
指
摘
す
る
。
加
え
て
「
女
性
イ
コ
ー
ル
平
和
主
義
か
」

と
い
う
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
先
送
り
に
さ
れ
て
き
た
、
と
も
批
判
す
る
。

岩
本
論
考
も
含
め
、「
政
治
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が

政
治
化
す
る
現
象
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
へ
の
問
い
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
に
起
源
を
持
つ
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
射
程
そ
の
も
の
を
問
う
、
い
わ

ば
自
己
言
及
的
な
要
素
を
含
む
。

2　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
射
程
と
思
想
史
の
課
題

　

先
の
渡
辺
論
考
は
、
儒
学
知
の
持
つ
理
気
二
元
論
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー

化
さ
れ
た
知
と
捉
え
た
。
官
僚
養
成
制
度
と
し
て
の
科
挙
制
度
と
の

関
係
も
視
野
に
入
る
だ
ろ
う
。
儒
学
知
と
近
代
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

今
日
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
射
程
は
た
と
え
ば
「（
性
差
と
階
級
差
を
持
つ
）
国

民
化
」
過
程
の
読
み
直
し
が
可
能
で
は
な
い
か
。
改
め
て
先
の
岩
本

論
考
の
仮
説
を
紹
介
す
る
と
、
そ
の
一
つ
は
、「
権
力
が
移
動
す
る

と
き
に
は
女
性
が
政
治
の
争
点
と
な
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
な
秩
序

に
変
化
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
維
新
期

や
戦
後
初
期
の
言
説
空
間
を
思
い
起
こ
す
こ
と
は
容
易
だ
ろ
う
。
例

え
ば
、
儒
学
知
に
通
暁
し
た
世
代
が
書
き
手
で
あ
り
読
書
空
間
と
し

た
『
明
六
雑
誌
』
誌
上
で
の
、「
性
」
を
め
ぐ
る
言
及
の
多
さ
は
ま

さ
に
思
想
史
的
主
題
で
は
な
い
か
。
同
人
た
ち
の
一
夫
一
婦
論
や
養

子
批
判
、
の
ち
の
福
沢
の
男
子
論
な
ど
に
つ
い
て
、
筆
者
は
近
代
家

族
論
と
い
う
研
究
史
の
枠
組
み
で
捉
え
て
き
た
が
、
そ
こ
に
は
渡
辺

の
指
摘
し
た
知
の
「
交
錯
」
と
し
て
の
脱
中
華
的
言
説
が
、
西
洋
近

代
に
範
を
と
る
「
性
」
の
政
策
化
と
重
な
り
つ
つ
見
え
隠
れ
す
る
か

ら
だ
。

　

で
は
日
本
思
想
史
を
め
ぐ
る
方
法
論
的
問
い
か
け
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

を
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
か
。
こ
こ
で
も
「
講
座
」
を
用
い
る
な
ら
ば

『
方
法
』（『
日
本
思
想
史
講
座
5
』）
は
周
到
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
概
念
を

め
ぐ
る
議
論
を
配
し
て
い
る
。
川
村
邦
光
論
考（

（
（

は
、「
性
／
性
差
を

め
ぐ
る
物
語
と
思
想
」「
性
／
性
差
を
め
ぐ
る
視
点
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
い
う
視
点
」「
セ
ッ
ク
ス
／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
の
転
回
」
の
四
構
成

を
と
る
。
女
性
学
を
媒
介
に
、
一
九
九
〇
年
前
後
を
区
切
っ
て
「
女

性
史
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
へ
」
の
転
回
点
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視

点
」
を
認
識
論
と
し
て
位
置
付
け
る
試
み
だ
。
歴
史
的
変
数
で
あ
り

認
識
と
し
て
の
「
性
」
を
宗
教
民
俗
学
の
立
場
か
ら
問
い
直
し
て
き

た
著
者
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
射
程
を
身
体
史
領
域
の
登
場
と
し
て
評
価
す
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る
。
Ｊ
・
バ
ト
ラ
ー
に
よ
る
セ
ッ
ク
ス
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
二
元
論
へ
の

批
判
（
原
著
一
九
九
〇
、
邦
訳
一
九
九
九
）
を
経
て
、
認
識
に
よ
っ
て
構

築
さ
れ
る
対
象
と
し
て
の
身
体
や
そ
の
境
界
線
の
構
築
に
課
題
を
開

く
。

　

し
か
し
二
〇
一
五
年
で
の
川
村
論
考
は
上
記
の
「
政
治
学
」
特
集

が
直
面
す
る
よ
う
な
新
し
い
研
究
動
向
に
言
及
し
な
い
。
こ
の
点
と

関
わ
っ
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
角
は
、
誰
の
歴
史
を
誰
が
研
究
し
叙

述
す
る
の
か
と
い
う
、
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
位
置
が
問
わ
れ

て
い
る
現
在
、
欠
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
」

と
の
指
摘
に
と
ど
め
る
。
こ
こ
で
私
は
不
可
視
化
さ
れ
て
き
た
集
合

体
を
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
と
ら
え
、
歴
史
叙
述
の
な
か
に
位
置
づ
け
る

─
と
い
う
方
法
と
そ
の
蓄
積
の
重
要
性
を
看
過
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
は
強
調
し
た
い
。
し
か
し
「
誰
の
歴
史
」
な
の
か
を
問
う
視

座
と
は
、
仮
構
さ
れ
た
集
合
体
を
前
提
と
し
、
歴
史
叙
述
と
し
て
は

「
ト
ー
ク
ン
化
」
の
方
向
性
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。

　

先
の
特
集
「「
性
」
の
政
治
学
」
に
通
底
す
る
理
論
的
前
提
は
、

一
九
世
紀
以
降
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
可
視
化
し
た
、
集
団
表
象
と
し

て
の
女
性
（
男
性
）
と
い
う
枠
組
み
を
検
証
の
対
象
と
し
た
こ
と
だ
。

特
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
研
究
の
進
展
は
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
の
多
様
性
と
い
う

観
点
に
と
ど
ま
ら
ず
、
従
来
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
が
異
性
愛
主
義
を

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
性
差
を
射
程

に
い
れ
た
歴
史
研
究
が
そ
の
蓄
積
ゆ
え
に
女
性
性
に
偏
っ
て
い
た
点
、

あ
る
い
は
近
代
家
族
研
究
の
導
入
に
よ
る
研
究
領
域
が
、
母
子
親
子

関
係
を
軸
に
、
生
殖
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
ア
プ
ロ
ー
チ
優
先
で
あ

っ
た
点
、
そ
も
そ
も
異
性
愛
の
相
対
化
が
弱
か
っ
た
点
な
ど
を
課
題

視
す
る
。
実
際
、
社
会
か
ら
の
要
請
と
い
う
点
で
、
た
と
え
ば
「
子

ど
も
」
の
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
承
認
は
、
家
族
や
民

族
集
団
の
「
経
験
」
で
は
な
く
、
外
部
か
ら
の
「
教
育
」
が
重
要
性

を
持
つ
。「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
用
語
に
変
え
、“SO

GI-
Social O

rientation Gender Identity” 

と
い
う
、
個
々
の
性
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
つ
い
て
の
認
識
転
換
を
は
か
る
用

語
が
提
起
さ
れ
る
な
ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
理
論
的
前

提
は
大
き
く
動
い
て
い
る（

（
（

。　

　

こ
こ
で
は
改
め
て
、
講
座
『
方
法
』
所
収
の
黒
住
真
「
日
本
思

想
史
の
方
法
」
論
文
に
注
目
し
た
い（

（
（

。
黒
住
は
「
思
想
史
は
い
か

に
「
立
ち
現
れ
る
」
の
だ
ろ
う
か
」
と
し
て
構
築
主
義
的
な
思
想

史
研
究
の
立
場
を
明
確
に
す
る
一
方
、
学
問
を
言
説
の
制
度
と
す

る
。
思
想
史
の
対
象
と
し
て
の
学
史
や
学
術
潮
流
史
と
い
う
枠
組

み
は
、
今
日
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
よ
う
に
本
質
主
義
的

な
設
定
が
方
法
論
的
陥
穽
と
し
て
意
識
さ
れ
る
領
域
に
お
い
て
魅

力
的
だ
。
川
村
論
考
も
含
め
、
一
九
九
〇
年
代
以
前
で
の
「
女
性

史
」
の
蓄
積
が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。
し
か
し
、「
聞
き
書
き
」
と

い
う
手
法
や
「
地
域
女
性
史
」
の
実
践
な
ど
を
ふ
ま
え
た
歴
史
叙
述

を
め
ぐ
る
方
法
論
に
即
し
、
一
九
九
〇
年
以
前
の
「
女
性
史
」
像
を
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ふ
ま
え
て
思
想
史
の
課
題
と
す
る
試

み
は
、
重
要
な
課
題
だ
ろ
う
。
そ
の
試
み
の
一
端
と
し
て
以
下
で
は
、

戦
後
民
主
主
義
言
説
の
な
か
の
「
女
性
史
」
と
い
う
語
り
に
つ
い
て
、

「
井
上
女
性
史
」
の
テ
キ
ス
ト
の
一
部
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

3　
「
女
性
史
」
と
い
う
言
説
─
井
上
『
日
本
女
性
史
』
に

お
け
る
「
女
性
史
」
と
い
う
語
り

　

川
村
論
文
は
、
先
行
研
究
に
な
ら
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
の
前

史
と
し
て
の
「
女
性
史
」
を
、
井
上
清
『
日
本
女
性
史
』（
一
九
四
八
、

一
九
五
三
）
に
対
す
る
村
上
信
彦
『
日
本
女
性
生
活
史
』（
一
九
六
八
）

に
対
峙
さ
せ
る
。
批
判
的
対
象
と
し
て
の
井
上
女
性
史
は
、
女
性
解

放
の
到
達
度
合
い
を
過
去
の
事
象
に
探
る
意
味
で
運
動
論
的
で
あ
る

と
同
時
に
「
民
族
解
放
と
祖
国
独
立
の
闘
い
の
一
部
」
で
あ
り
、
従

属
的
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
て
主
役
で
は
な
い
、
と
す
る
。
し
か
し
言

説
分
析
と
し
て
の
、
さ
ら
に
言
説
空
間
に
「
女
性
史
」
と
い
う
営
み

を
配
す
る
際
、
井
上
女
性
史
の
歴
史
的
位
相
は
、
や
や
異
な
っ
て
み

え
る
。
特
に
、
戦
後
女
性
史
の
出
発
点
は
、
権
力
の
移
行
期
で
あ
る

と
同
時
に
、
占
領
期
と
い
う
、
権
力
の
重
層
性
の
構
図
を
持
つ
。
岩

本
が
い
う
「
政
治
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
政
治
化
す

る
現
象
」
を
言
説
空
間
と
し
て
読
み
解
く
試
み
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

井
上
は
「
女
性
の
解
放
は
一
つ
の
歴
史
的
必
然
」
と
し
、
そ
の
条

件
や
歴
史
的
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
営
み
を
「
女
性
史
」
と
名
付
け

た（
（
（

。
一
方
で
、「
運
動
論
」
に
従
属
的
と
さ
れ
て
き
た
井
上
女
性
史

は
初
版
一
九
四
九
年
以
降
に
版
を
重
ね
、
一
九
五
三
年
版
は
本
論
で

論
証
を
加
え
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
「
は
し

が
き
」
に
よ
り
比
較
し
て
み
た
い
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
そ
の
論
理

構
成
は
大
き
く
異
な
る
。

　

初
版
と
一
九
五
三
年
版
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
は
し
が
き
」
で
井
上
は

以
下
の
よ
う
に
女
性
史
記
述
の
意
義
を
述
べ
る
。

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
日
本
の
歴
史
は
、
日
本
人
の
、

そ
の
九
割
以
上
を
し
め
る
日
本
人
民
男
女
の
、
歴
史
で
は
な
く
、

人
民
を
支
配
す
る
少
数
男
性
の
歴
史
で
あ
つ
た

─
ま
た
私
は

こ
の
書
を
、
人
民
女
性
の
歴
史
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
民
大
衆

の
た
め
の
歴
史
と
す
る
よ
う
、
歴
史
を
人
民
の
も
の
と
す
る

よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
苦
心
を
は
ら
つ
た（

（1
（

。（
初
版
・
一
九
四
八
年
一
一

月
）

…
…
憲
法
を
改
悪
し
て
、
公
然
と
再
軍
備
と
徴
兵
制
の
復
活
を

や
ろ
う
と
す
る
支
配
者
の
陰
謀
を
も
っ
と
も
が
ん
き
ょ
う
に
お

さ
え
て
い
る
の
は
、
女
性
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
四
年
半
の
歴
史

は
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
に
よ
る
「
女
性
解
放
」
が
、
ど
ん
な
に

い
い
か
げ
ん
な
ご
ま
か
し
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と

を
も
あ
き
ら
か
に
し
た
。
い
ま
や
、
女
性
解
放
は
、
全
民
族
の

外
国
支
配
か
ら
の
解
放
、
祖
国
の
独
立
の
た
た
か
い
の
一
部
分

と
し
て
の
み
、
発
展
で
き
る（

（1
（

…
…
（
一
九
五
三
年
版
・
一
九
五
三
年
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41　第三セッション 日本思想とジェンダー：史学思想史としての「女性史」・序論

七
月
）

　

初
版
が
描
く
「
女
性
」
は
井
上
が
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
「
人
民
」

を
上
位
概
念
と
す
る
。「
人
民
女
性
」
と
「
人
民
大
衆
」
は
使
い
分

け
ら
れ
る
一
方
、
権
力
の
磁
場
と
し
て
一
九
四
八
年
段
階
の
記
述
で

す
で
に
帝
国
は
忘
却
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
過
去
の
歴
史
が
「
人
民

を
支
配
す
る
少
数
男
性
の
歴
史
」
と
さ
れ
る
際
、
権
力
関
係
に
お

け
る
「
性
」
は
当
初
か
ら
相
対
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
序
章

「
女
性
史
の
意
味
」
の
記
述
で
井
上
の
筆
致
は
性
を
め
ぐ
る
闘
争
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
。
新
憲
法
に
も
と
づ
く
新
民
法
が
保
証
す
る
女
性
の

地
位
や
新
し
い
家
族
制
度
が
い
か
に
攻
撃
さ
れ
て
い
る
か
、「
憲
法

二
十
四
条
」
原
案
へ
の
「
保
守
党
の
代
議
士
は
も
う
れ
つ
に
反
対
」

の
例
示
が
示
さ
れ
る
。
井
上
は
保
守
派
の
典
型
発
言
と
し
て
「
戸
主

権
を
中
心
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
家
族
主
義
を
こ
の
憲
法
草
案
は
ね
こ

そ
ぎ
破
壊
し
て
夫
婦
中
心
の
個
人
主
義
に
改
正
す
る
」
を
と
り
あ
げ

考
察
を
す
す
め
て
い
く
。
と
こ
ろ
で
こ
の
文
言
の
引
用
元
を
探
す
と
、

一
九
四
六
年
六
月
衆
議
院
本
会
議
で
の
北
村
圭
太
郎
の
政
府
質
問
に

つ
き
あ
た
る（

（1
（

。
引
用
部
分
そ
の
も
の
は
正
確
だ
。
北
村
発
言
は
文
脈

か
ら
は
、
憲
法
草
案
へ
の
政
府
内
部
か
ら
の
抵
抗
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
だ
ろ
う
。
特
に
井
上
が
引
用
し
た
北
村
の
発
言
箇
所
は
、
民
法
改

正
に
よ
っ
て
「
戸
主
件
並
に
親
権
が
根
底
的
に
動
揺
致
す
」、
新
憲

法
草
案
は
「
餘
程
御
注
意
な
さ
ら
な
い
と
、
子
供
は
親
の
意
に
反
し

て
妻
を
迎
へ
…
…
親
の
意
に
反
し
て
財
産
を
使
ふ
、
親
の
意
に
反
し

て
善
良
な
る
妻
を
離
婚
す
る
…
…
御
婦
人
代
議
士
如
何
で
ご
ざ
い
ま

す
」
と
い
ち
早
く
選
出
さ
れ
た
女
性
国
会
議
員
た
ち
の
保
守
性
に
呼

び
か
け
て
さ
え
見
せ
る
。
初
版
の
「
は
し
が
き
」
お
よ
び
「
序
章
」

は
こ
の
よ
う
に
、
同
時
代
で
進
行
す
る
性
の
政
治
を
強
く
意
識
す
る

ベ
ク
ト
ル
の
一
方
、「
人
民
大
衆
の
た
め
の
歴
史
」
の
模
索
に
よ
っ

て
、
性
を
め
ぐ
る
抗
争
を
相
対
化
す
る
要
素
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
明

言
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
一
九
五
三
年
版
で
井
上
は
女
性
を
「
わ
が
国
の
平

和
陣
営
の
も
っ
と
も
堅
固
な
と
り
で
」
と
し
、
闘
う
主
体
の
敵
を
外

部
に
お
く
。
一
見
、「
女
性
」
を
主
体
と
す
る
主
張
は
逆
に
、
性
を

め
ぐ
る
権
力
関
係
へ
の
感
性
を
後
退
さ
せ
る
。
初
版
は
法
＝「
紙
の

上
」
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
女
性
の
解
放
に
は
意
識
化
や
戦
い
が

必
要
だ
と
し
た
。
が
、
一
九
五
三
年
版
は
九
条
に
特
化
さ
れ
る
危
機

意
識
に
よ
っ
て
、
二
十
四
条
の
社
会
化
や
新
民
法
、
労
働
基
準
法
の

持
つ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ヤ
ス
を
争
点
に
し
な
い
。
特
に
初
版
で
は
可

視
化
さ
れ
な
か
っ
た
、
外
部
の
非
対
称
的
な
権
力
と
し
て
の
「
占
領

軍
」（
こ
の
時
点
で
は
駐
留
軍
）
へ
の
対
抗
的
な
言
説
が
構
築
さ
れ
、
女

性
性
は
平
和
主
義
の
担
い
手
と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
、
い
わ

ば
井
上
女
性
史
か
ら
役
割
を
与
え
ら
れ
る
対
象
と
な
る
。
井
上
女
性

史
の
運
動
論
的
要
素
は
こ
の
よ
う
に
言
説
空
間
に
占
め
る
位
置
を
操

作
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
例
え
ば
山

川
菊
栄
『
日
本
の
民
主
化
と
女
性
』（
一
九
四
七
）
と
の
参
照
に
よ
っ
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て
も
顕
著
と
な
る
。
井
上
初
版
本
に
先
行
す
る
山
川
の
テ
キ
ス
ト
は
、

す
で
に
戦
後
民
主
主
義
政
策
の
な
か
に
込
め
ら
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ

イ
ヤ
ス
を
か
ぎ
と
っ
て
以
下
の
よ
う
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
」
の
政
治

を
批
判
す
る
か
ら
だ
。

平
等
参
政
権
は
性
的
不
平
等
の
原
則
の
撤
廃
を
意
味
す
る
点
で

最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
個
々
の
不
平
等
の
事
実
に
つ
い

て
は
女
性
自
身
の
手
で
こ
れ
と
戦
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
賃
金
の
不

平
等
と
い
い
道
徳
標
準
の
相
違
と
い
い
、
一
々
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

司
令
部
が
な
お
し
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
が
女
子
の

伸
び
る
芽
を
つ
み
、
そ
の
隷
属
ゆ
え
に
新
日
本
の
建
設
を
阻
む

こ
と
は
必
然
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
単
に
女
子
の
み
の
問
題
と

せ
ず
、
同
時
に
男
子
の
問
題
、
ひ
い
て
は
全
国
民
の
問
題
と
し

て
、
男
女
の
協
力
に
よ
っ
て
、
禍
の
根
を
断
つ
べ
き
で
あ
ろ
う（

（1
（

…
…

　

通
史
叙
述
ス
タ
イ
ル
を
取
ら
な
い
山
川
の
テ
キ
ス
ト
は
、
今
日
な

お
労
働
法
の
係
争
点
で
あ
る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
と
い
う
課
題

に
す
で
に
一
九
四
七
年
段
階
で
照
準
を
あ
て
る
と
い
う
見
識
を
示
す
。

何
よ
り
も
山
川
は
「
言
論
の
自
由
が
与
え
ら
れ
て
の
総
選
挙
は
男
子

に
と
っ
て
も
こ
れ
が
初
め
て
」
と
し
て
問
い
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
」

を
拒
む
。
占
領
権
力
の
持
つ
植
民
地
性
を
も
喝
破
す
る
。
戦
前
か
ら

の
反
婦
選
の
政
治
言
説
の
所
在
を
指
摘
す
る
先
の
岩
村
論
文
は
、
占

領
期
で
の
反
「
女
性
の
民
主
化
」
言
説
は
封
じ
込
め
ら
れ
、
こ
う
し

た
構
造
に
よ
っ
て
問
題
が
先
送
り
さ
れ
た
、
と
み
る
興
味
深
い
指
摘

を
行
っ
て
い
る
。
井
上
「
女
性
史
」
の
位
相
は
さ
ら
に
、
よ
り
緻
密

な
言
説
空
間
で
の
位
相
や
他
方
、
通
史
と
い
う
叙
述
形
式
と
の
関
係

で
分
析
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
運
動
論
的
と
さ
れ
た
古
典
的
な
テ
キ

ス
ト
を
言
説
空
間
の
な
か
で
再
読
す
る
作
業
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
プ

ロ
ー
チ
の
有
効
性
を
示
す
素
材
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
（
1
）	

和
泉
ち
え
「
哲
学
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」（『
岩
波
講
座
哲
学
15 

変

貌
す
る
哲
学
』
二
〇
〇
九
年
）。

（
2
）	

渡
辺
浩
「
な
ぜ
性
か
、
な
ぜ
今
か
」（『
年
報
政
治
学
』
五
四

〈
特
集
「「
性
」
と
政
治
」〉、
二
〇
〇
三
年
）。

（
3
）	

岩
本
美
砂
子
「
女
性
を
め
ぐ
る
政
治
的
言
説
」（
同
右
）。

（
4
）	

岩
本
美
砂
子
「
は
じ
め
に
」（『
年
報
政
治
学
』
六
一
─
二〈
特

集
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
政
治
過
程
」〉、
二
〇
一
〇
年
）。

（
5
）	

大
津
留
（
北
川
）
恵
子
「
ア
メ
リ
カ
政
治
過
程
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
意
味
の
多
様
化
」（
同
右
）。

（
6
）	

川
村
邦
光
「
性
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

─
方
法
と
し
て
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
視
点
」（『
日
本
思
想
史
講
座
5 

方
法
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二

〇
一
五
年
）。

（
7
）	
さ
し
あ
た
り
、
二
〇
一
七
年
度
の
日
本
学
術
会
議
の
提
言
『
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
保
証
を
め
ざ
し
て

─
婚
姻
・
教
育
・
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労
働
を
中
心
に
』（http://w

w
w

.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/
kohyo-23-t251-4.pdf

） 

参
照
。
な
おSO

GI

は
複
数
の
質
問
を
受

け
た
。

（
8
）	
黒
住
真
「
日
本
思
想
史
の
方
法
」（『
日
本
思
想
史
講
座
5 

方

法
』）。

（
9
）	

井
上
清
「
は
し
が
き
」（『
日
本
女
性
史
』
初
版
、
三
一
書

房
、
一
九
四
九
年
）。

（
10
）	

同
右
。

（
11
）	

井
上
清
「
は
し
が
き
」（『
日
本
女
性
史
』
三
一
書
房
、
一
九
五

三
年
）。　

（
12
）	

一
九
四
六
年
六
月
二
六
日
、
第
九
〇
回
帝
国
議
会
衆
議
院
本
会

議
。
発
言
者
の
北
浦
は
立
憲
民
政
党
か
ら
一
九
三
〇
年
初
当
選
、
戦

後
は
一
九
四
六
年
日
本
自
由
党
か
ら
政
界
復
帰
し
て
第
一
次
吉
田
内

閣
で
は
司
法
政
務
次
官
を
務
め
、
憲
法
発
布
に
際
し
て
は
『
憲
法
図

解
』（
一
九
四
七
年
）
を
著
し
た
。

（
13
）	

山
川
菊
栄
『
日
本
の
民
主
化
と
女
性
』（
三
興
書
林
、
一
九
四

七
年
）。

  �

（
神
戸
大
学
教
授
）
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